日米合同演習反対２．１２あいば野大集会を成功させよう！　緊急アピール

2月19日から3月３日の間、滋賀県あいば野演習場で米海兵隊と陸上自衛隊中部方面隊の合同演習が行われます。準備作業はこの９日頃から動き出します。

　あいば野は関西で最大の自衛隊演習場であり、日米地位協定２条４項ｂで米軍の一時使用が認められた共同使用基地でもあります。あいば野での日米合同演習は１９８６年から始まり、今回が８回目。初めて厳冬期に行われ、今回は岡山県日本原での合同演習と併行して実施されます。

　特に重視しなければならないと思われるのは、昨年４月あいば野演習場内に全国三番目の「都市型戦闘（市街戦）訓練施設」が完成し、イラクでの「掃討作戦」のような実戦さながらの「人殺し訓練」が予定されていることです。私たちの身近な所で行われるこのような日米合同演習を断じて許すことはできません。

　今回の演習は、「米軍再編強化、米軍と自衛隊の一体化」の一環であり、自衛隊がアメリカと一緒に海外でたたかうための実戦的な訓練です。

沖縄、佐世保、横須賀など各地で米軍、米兵による事故や犯罪が頻発し、不安と怒りが高まっている中、全国で自治体・住民ぐるみの反対運動が大きく発展してきています。

滋賀県では、「ふるさとをアメリカ軍に使わせない滋賀県連絡会」や「あいば野平和運動連絡会」を先頭に自衛隊や自治体への申し入れ、周辺住民へのビラ配布などに取り組んできました。県内外から寄せられた４５０本の演習反対の立て看板掲示も進んでいます。そしていよいよ１２日には現地で大集会が開催されます。

　日米軍事一体化に反対し、平和を願う全国のたたかいと心をひとつにして、近畿各府県の力をこの集会に結集し、大きく成功させようではありませんか。「日米合同演習反対２．１２あいば野大集会」へのご参加をあらためて心からよびかけます。
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